
左
図
は
、
福
島
事
故
原
発

か
ら
環
境
に
飛
散
し
た
セ

シ
ウ
ム
１
３
７
・
１
３
４

・
ヨ

ウ
素
１
３
１

（
合
計
十
九
京

ベ
ク
レ
ル
）
が
地
表
に
ど
の

よ
う
に
降
下
し
た
の
か
の

放
射
能
量
分
布
推
定
図
で

す
。（
こ
の
図
は
日
本
の
原
子
力

安
全
・
保
安
院
が
発
表
し
た
数

値
に
基
づ
き
研
究
者
が
作
製
し

た
と
い
い
ま
す
）

こ
の
う
ち
、
放
出
セ
シ
ウ

ム
１
３
７
・
１
３
４
の
総
量
は

三
・
三
京
ベ
ク
レ
ル
で
す
。

と
こ
ろ
が
驚
く
べ
き
事
に

そ
の
重
さ
は
た
っ
た
約
５

ｋ
ｇ
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

ん
な
少
量
で
も
そ
の
汚
染

は
、
北
半
球
全
域
に
及
び
ま

し
た
。
飛
散
し
た
放
射
能
総

量
を
面
積
で
割
っ
て
み
る

と
、
１
３
０
Ｂ
ｑ
／
㎡
と
な

り
ま
す
。
実
際
に
は
均
等
で

は
な
く
、
一
Ｂ
ｑ

以
下

～
一

三
㌔
Ｂ
ｑ
／
㎡
ま
で
、
濃
淡

が
一
万
倍
位
迄
の
範
囲
で

拡
散
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
に

し
ろ
、
環
境
に
拡
散
し
た
放

射
性
微
粒
子
は
、
土
壌
に
蓄

積
し
海
水
に
溶
け
込
み
人

間
や
動
植
物
の
生
命
活
動

に
障
害
を
与
え
続
け
ま
す
。

落
合
氏
は
、
人
類
が
二
〇

世
紀
に
入
っ
て
か
ら
作
り

出
し
た
人
工
放
射
性
物
質

の
量
的
拡
大
と
そ
の
放
射

線
の
減
衰
の
概
念
を
左
図

の
よ
う
に
グ
ラ
フ
化
し
示

し
ま
し
た
。

図
の
左
半
分
は
ウ
ラ
ン

採
掘
か
ら
原
子
爆
弾
製
造
・

実
験
、
原
発
の
稼
働
と
そ
の

事
故
と
い
う
歴
史
的
事
項

が
並
ん
で
い
ま
す
。
人
類
は

た
か
だ
か
百
年
の
う
ち
に

膨
大
な
人
工
放
射
性
物
質

を
作
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
は
地
球
の
全

歴
史
の
中
で
一
瞬
の
出
来

事
で
す
。
そ
れ
で
も
生
み
出

し
で
し
ま
っ
た
「
核
物
質
の

全
量
」
は
膨
大
で
、
地
球
環

境
、
特
に
も
地
球
上
の
生
命

の
循
環
に
大
き
な
脅
威
と

な
る
存
在
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
落
合
氏
は
、
図
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「
熱
核
兵
器
の
甚
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
か
ら
「
分
子
の
微
小
な
電
荷

交
換
」
ま
で
。
落
合
氏
が
講
演
で
話
さ
れ
た
原
子
の
世
界
は
想
像
を

超
え
て
雄
大
か
つ
微
小
で
し
た
。
そ
れ
は
宇
宙
が
た
ど
っ
て
き
た

「
核
反
応
の
世
界
」
と
、
地
球
で
営
ま
れ
て
い
る
「
化
学
反
応
の
世

界
」
と
の
違
い
を
説
き
、
だ
か
ら
こ
そ
、
人
間
は
こ
の
宇
宙
の
原
理

（
摂
理
）
に
従
っ
て
、
地
球
の
生
命
の
破
滅
を
も
た
ら
す
「
核
兵
器
」

は
も
ち
ろ
ん
、
「
核
の
平
和
利
用
」
を
も
一
刻
も
早
く
や
め
ね
ば
な

ら
な
い
と
い
う
内
容
で
し
た
。
人
類
が
直
面
す
る
現
実
の
具
体
的
な

課
題
が
見
え
て
来
ま
し
た
。

取
材
者
の
理
解
と
し
て
ま
と
め
、
報

告
し
ま
す
。

（
文
・
尚
）

５
ｋ
ｇ
の
セ
シ
ウ
ム
が
北
半
球
全
体
を
汚
染
し
た

現
在
の
人
工
放
射
性
物
質
が
以
前
の
水
準
に

減
衰
す
る
の
は

少
な
く
と
も
６
０
０
０
年
後
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の
右
側
の
よ
う
に
人
工
の

核
物
質
の
「
減
衰
量
の
グ
ラ

フ
曲
線
」
（
半
減
期
の
十
倍

で
千
分
の
一
な
ど
）
を
示
し
、

あ
と
何
年
で
「
核
産
業
の
な

か
っ
た
二
〇
世
紀
前
半
の

水
準
に
回
復
す
る
の
か
」
を

推
定
し
ま
し
た
。
核
物
質
の

正
確
な
統
計
が
不
十
分
に

し
か
公
開
さ
れ
て
い
な
い

現
状
で
す
が
、
落
合
氏
は

「
二
〇
世
紀
初
頭
の
水
準

に
戻
る
の
は
約
六
千
年
後
」

と
い
う
推
定
を
述
べ
ま
し

た
。
今
や
め
て
も
そ
う
な
の

で
す
か
ら
「
核
」
の
利
用
は

一
刻
の
猶
予
も
な
く
や
め

る
べ
き
で
す
。

。

『１０シーベルト』もの放射線を浴びた人は、必ず死

ぬ。それでさえ当人が感じる熱エネルギーは微々たるも

のである。 ◆問題は何も感じない微量な放射線で生き

物の細胞が悪影響を受けることである。核反応世界では、

上図ウランの例を見ても、放射線のエネルギーは１Ｍ

（百万）ｅＶ（エレクトロンボルト）くらいは普通である。

一方、人体を構成する物質の化学結合エネルギーは５０

ｅＶくらいなので実に２万倍もの差がある。だから放射

線は計算上２万個の電子を弾き飛ばすことが出来る。実

際には放射線はその通り道の百から数千個の電子にエ

地球上の生命をめぐるあら

ゆる現象は化学反応に依拠す

る。火を燃やす、植物の光合成、

動物の消化吸収、細胞の分裂。

全て化学反応に関わる。そこで

は「電子のやりとり」が、「微

小なエネルギー交換」により規

則正しく行われている。そこに

は「原子核（陽子と中性子）の

分裂」は存在しない。

太陽では何十億年も核融合が

続いている。原子核は核力と

いう『強い力』で結合してい

る。そこから飛び出してくる

放射線のエネルギーは大きい。

人
類
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
歴
史

描
き
う
る
未
来

人類は 火を使うことを覚えた原

始時代を出発点とし、化石燃料と原

子力の時代である現在の工業化時

代を経て、再び、再生可能なエネル

ギーの時代に帰着するだろう。

『原発と原爆』
－放射能は生命と相容れない－

鹿砦社 2012 年５月刊

７６０円＋税

『病む現代文明を超えて

持続可能な文明へ』
本の泉社 2013 年５月刊

１８００円＋税

『放射能と人体』
細胞・分子レベルから

見た放射線被曝

講談社 2014 年３月刊

１０８０円＋税

『放射能は人類を滅ぼす』
緑風出版 2017 年１月刊

２８００円＋税

→

→

分子

4.3ｅV

化学反応エネルギー

171MeV

落合先生は、来場者に『１０シーベルトの被曝は、人間の体温を０．００２

４℃上げるに過ぎないのに、なぜ人間は死んでしまうのか？』と問いました。

この問をヒントに、「化学反応世界」と「核反応世界」について考えてみました。

ネルギーを集中的に転移させ弾き飛ばし通過する。

◆ 人体には約６０兆個の細胞がある。放射線は、細

胞を形成するＤＮＡやタンパク質などの炭素や酸素、

水素などの化学結合としての電子のやりとりをケタ

違いのエネルギー差で破壊する。１０Ｓｖの被曝は人

体の細胞１個あたり数百から数千、あるいはそれ以上

の電子を弾き飛ばし化学結合を切断してしまう。だか

ら、細胞は正常な生理作用を失い死に至る。 ◆講演

を聞いて、文系で専門外の私はこのように理解したの

だが・・。わからない点が多多ある。 （Ｓ）


